
　３月２日に、 馬
うま

見
み

丘
きゅう

陵
りょう

公園 （河合町） で 「第８回奈良県市町村対

抗子ども駅伝」 が開催されました。

　川上小学校の５～６年生７名がタイムトライアルレースの部に参加。

中には転倒して負傷するアクシデントもありましたが、 ７名すべてが

ゴールまで完走しました。 一生懸命に走る彼らの姿は、 応援する保護

者たちの胸を熱く感動させてくれました。

みんなでダム後の村づくり　　　２

かわかみ教育（教育長通信）　　３

「旅行券」取扱事業者を募集　　５

まんぞくガイド　　　　　　　　10

図書館だより　　　　　　　　　11

平成25年３月11日発行

元気に力走！ 奈良県市町村対抗子ども駅伝元気に力走！ 奈良県市町村対抗子ども駅伝
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《川上村役場総務税務課まで

　　　　　ご意見などをお聞かせください。》

F A X　０７４６－５２－０３４５

E-mail　soumu@vill.nara-kawakami.lg.jp

シリーズ⑦ 　健康で長生きできることをお手伝いします。

　年々膨らむ社会保障費の問題（医療保険や介護保険を含む）は、国と市町村が共有する大きな課

題です。平成 25 年度の国の予算案では歳出に占める割合が 31.4％もあり、年々増加の傾向にあり

ます。本村を見ても、過去５年間の平均で一般会計と特別会計の合計に占める割合は 23％になり

ます。予算に占める割合は国に比べれば少ないのですが、大きな課題であることに変わりありませ

ん。「今の社会制度の中では、どのように努力しても超高齢化時代を乗り切るのは無理がある」と

専門家の間でささやかれていることも事実です。

　この問題への対策はどう取り組めばよいのでしょうか。もちろん簡単な話ではありませんが、私

は「予防」はもちろんのこと「高齢者の役割」についても、しっかり取り組むことが大切だと考え

ます。

　「予防」では、自らの体調や健康管理に日ごろから関心を持つことだと思います。その上で、村

では「らくらく元気塾」や「男の料理教室」など運動や食育などの視点から保健師が中心となって

取り組んでいます。また、大字や団体に出向き、「出前教室」として保健師等による講義や実習、

相談会も実施しています。今後、さらに積極的に参加してもらいたいと思います。

　もう一つ考えたいのが「高齢者の役割」です。高齢者の技や知恵を掘り起し、地域や集落の活力

につなげます。こうした取り組みの中で、高齢者の仕事や生きがいを見つけることが、日々の体調

管理や健康づくりにもうまく作用するのではないかと考えます。そのことが、いずれ医療費などの

抑制につながり、ひいては若者世代の負担軽減の道へと結びつかないものでしょうか。

　あくまでも机上の話に見えるかも知れません。しかし、取り組んでみるだけの価値はあると思い

ますが、いかがでしょうか。

　さらに皆で議論を深めたいと思います。

栗 山 忠 昭村 長
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☆
「
ふ
る
さ
と
教
育
」
の
推
進

◆
本
村
の
歴
史
や
産
業
、
村
政
な
ど
に

つ
い
て
の
学
習
を
行
い
、
川
上
村
を

愛
し
、
川
上
村
に
誇
り
を
持
て
る
児

童
・
生
徒
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
例
え
ば
、

「
宮
の
平
遺
跡
と
丹
生
川
上
神
社
上
社
」

「
世
界
遺
産
と
川
上
村
」

「
弓
祝
式
」

「
後
南
朝
」

「
義
経
の
伝
承
」

「
松
尾
芭
蕉
な
ど
の
文
化
人
と
川
上
村
」

「
土
倉
庄
三
郎
と
吉
野
林
業
」

「
水
源
地
の
村
づ
く
り
」

な
ど
に
つ
い
て
、
学
習
を
進
め
て
い
く

予
定
で
す
。

☆
「
学
力
の
向
上
」
を
め
ざ
す

◆
行
き
届
い
た
指
導
を
行
い
、
学
習
塾

な
ど
に
頼
ら
な
く
て
も
目
的
の
進
路

に
進
め
る
学
力
を
学
校
で
身
に
つ
け

さ
せ
ま
す
。

◆
気
配
り
、
目
配
り
を
大
切
に
し
て
、

個
性
や
特
性
を
生
か
す
教
育
を
推
進

し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☆
「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」

◆
積
極
的
に
地
域
の
人
材
を
活
用
し
、

へ
き
地
・
小
規
模
校
の
利
点
を
十
分

に
生
か
し
た
川
上
村
独
自
の
教
育
を

進
め
ま
す
。

　
例
え
ば
、

 

「
英
語
教
育
」（
小
・
中
学
校
）

 

「
や
ま
び
こ
太
鼓
〈
和
太
鼓
〉」

（
中
学
校
）

 

「
全
校
剣
道
」（
中
学
校
）

 

「
俳
句
教
室
」（
中
学
校
）
な
ど
。

　
村
内
に
は
、
優
秀
な
指
導
者
が
住
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
方
々
に
ご
協
力

い
た
だ
き
、
現
在
は
小
・
中
学
校
そ
れ

ぞ
れ
が
単
独
で
事
業
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
今
後
、
小
・
中
学
校
の
共
通
の
取

り
組
み
に
発
展
さ
せ
る
よ
う
検
討
中
で

す
。

　
平
成
20
年
に
役
場
と
教
育
委
員
会
で

組
織
す
る
「
教
育
懇
談
会
」
が
設
置
さ

れ
、
10
回
に
わ
た
り
検
討
を
重
ね
ま
し

た
。

　
こ
の
懇
談
会
で
は
少
子
化
問
題
に
加

え
、
課
題
と
な
っ
た
児
童
・
生
徒
の
村

外
流
出
つ
い
て
対
策
が
協
議
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
結
果
を
「
報
告
書
」
と
し

て
、
懇
談
会
の
座
長
を
務
め
た
前
教
育

長
か
ら
前
村
長
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
中
で
、
教
育
委
員
会
（
以
後
、

「
教
委
」
と
し
ま
す
。）
に
対
し
て
、「
学

力
の
向
上
」「
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
」
に

取
り
組
む
よ
う
提
言
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
教
委
で
は
平
成
21

年
に
「
川
上
村
義
務
教
育
プ
ラ
ン
作
成

委
員
会
」
を
発
足
。
教
委
、
小
・
中
学

校
が
一
体
と
な
っ
て
教
育
の
再
構
築
に

取
り
組
む
体
勢
を
整
え
ま
し
た
。
な

お
、
委
員
に
は
小
・
中
学
校
の
校
長
、

教
頭
、
教
務
主
任
が
任
命
さ
れ
ま
し

た
。

　
本
村
は
、
へ
き
地
と
は
い
え
比
較
的

利
便
性
と
教
育
環
境
に
恵
ま
れ
て
い
る

数
少
な
い
地
域
で
す
。
こ
の
た
め
、
他

市
町
村
と
の
教
職
員
間
の
交
流
も
盛
ん

で
、
力
量
あ
る
教
職
員
を
確
保
し
や
す

い
環
境
が
整
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
教
職
員
の
教
育
研
究
組
織
と

し
て
「
川
上
村
教
育
振
興
会
」
が
あ
り

ま
す
。
長
年
に
わ
た
り
、
子
ど
も
た
ち

の
学
力
向
上
や
交
流
の
た
め
文
化
的
・

体
育
的
行
事
を
企
画
し
た
り
、
教
職
員

の
資
質
向
上
を
図
る
た
め
の
授
業
研
究

会
や
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
教
育
振
興
会
の
組
織
を
さ
ら
に
活
性

化
さ
せ
、「
小
学
校
は
６
年
間
、
中
学

校
は
３
年
間
だ
け
の
預
か
り
」
と
い
う

形
式
的
な
考
え
方
を
改
め
、
子
ど
も
た

ち
の
９
年
間
を
一
ま
と
め
に
考
え
、小
・

中
学
校
が
共
に
責
任
を
持
っ
て
進
路
保

障
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
そ
れ
を
全
う
す
る
た
め
の

具
体
的
な
計
画
が
「
川
上
村
義
務
教
育

プ
ラ
ン
」
で
す
。

「
川
上
村
義
務
教
育

　
　
プ
ラ
ン
」
に
つ
い
て

作
成
に
至
る
経
緯

「
川
上
村
義
務
教
育
プ
ラ
ン
」
と
は

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
か

教
育
か
わ
か
み

第
３
回

教
育
長
通
信

3
・
4
月
の
学
校
の
動
き

〈
小
学
校
〉

〈
中
学
校
〉

15

卒
業
式

19

卒
業
式

23

大
滝
ダ
ム
竣
工
式
参
加

25

春
休
み

８

平
成
25
年
度
始
業
式

９

入
学
式

10

入
学
式

24

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査

（
小
学
６
年
と
中
学
３
年
）

　
今
回
は
紙
面
の
都
合
で
具
体
的
な
取

り
組
み
を
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
後
の
紙
面
で
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
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川
上
村
で
は
、
避
難
所
７
か
所
に
「
防
災
備
蓄
倉
庫
」
を
設
置
し
、
災
害
後
の
避
難
生

活
に
必
要
な
食
料
や
日
用
品
等
の
備
蓄
品
を
充
実
さ
せ
ま
し
た
。

　
倉
庫
内
に
は
、「
ア
ル
フ
ァ
米
（
水
で
作
れ
る
ご
飯
）」
を
は
じ
め
「
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス
を

使
用
す
る
発
電
機
」
や
「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
」
な
ど
避
難
生
活
に
は
欠
か
せ
な
い
も
の
が
備

蓄
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
更
に
備
蓄
品
の
充
実
を
含
め
、
万
が
一
の
避
難
所
生
活
の
不
自
由
さ
の
解
消

の
た
め
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◎
防
災
備
蓄
倉
庫
の
概
要

《
設
置
場
所
》

　
東
川
公
民
館

　
川
上
小
学
校
（
西
　
河
）

　
や
ま
ぶ
き
ホ
ー
ル
（
宮
の
平
）

　
高
原
多
目
的
集
会
所

　
川
上
中
学
校
（
人
　
知
）

　
源
流
分
校

　
　
（
旧
東
小
学
校
・
北
和
田
）

　
入
之
波
公
民
館

《
備
蓄
品
目
》

　
ア
ル
フ
ァ
米

　
毛
布

　
発
電
機

　
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器

　
浄
水
器

　
た
き
火
用
ド
ラ
ム
缶

【
問
い
合
わ
せ
先
】

役
場
総
務
税
務
課　

℡

５
２
・
０
１
１
１

災
害
へ
の
備
え

～
防
災
備
蓄
倉
庫
完
成
～

発電機
　市販のプロパンガスボ
ンベ（約５㎏）で約 10
時間の連続運転が可能。

たき火用ドラム缶
　木材などを燃料として
暖を取ることができます。

ＬＥＤ投光器
　消費電力が少なく、
長寿命なのが特徴。

アルファ米
　長期間の保存が可能で、お湯か
水を注ぐだけで食べられます。

携帯浄水器・貯水タンク

毛布

　水中のバクテリア・原生動物を

濾
ろ

過
か

できる高性能浄水器です。

消
費
者
生
活
相
談
窓
口

※
開
催
時
間
は
毎
週
火
曜
日
の
午
後

１
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
。

※
祝
日
お
よ
び
12
月
29
日
か
ら
１
月

３
日
を
除
く
。

相
談
員
　
福
田
佳
永
子
氏

（
吉
野
郡
消
費
者
生
活
実

践
連
絡
協
議
会
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
住
民
福
祉
課

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

開

催

月

開

催

場

所

平
成
25
年

４
月
～
６
月

川
上
村
役
場

７
月
～
９
月

吉
野
町
役
場

10
月
～
12
月

下
市
町
役
場

平
成
26
年

１
月
～
３
月

大
淀
町
役
場

支
援
物
資
な
ど

　
温
か
い
応
援
を

　
　
い
た
だ
き
ま
し
た

《
見
舞
金
・
寄
付
金
》

県
立
桜
井
高
等
学
校
教
職
員
一
同

３
万
８
、
５
０
０
円

（
敬
称
略
）
2
月
28
日
現
在
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◎
登
録
資
格

　｢

取
扱
事
業
者｣

登
録
の
申
請
は
、
川

上
村
内
の
事
業
者
に
限
り
ま
す
。

◎
登
録
業
種

　
宿
泊
業
、
観
光
業
、
小
売
業
、
飲
食

業
の
ほ
か
各
種
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど
幅
広

い
業
種
が
対
象
で
す
。

◎
「
取
扱
事
業
者
」
登
録
の
申
請

　
登
録
を
希
望
す
る
事
業
者
は｢

川
上

村
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
観
光
旅
行
券
取
扱

事
業
者
登
録
申
請
書｣

に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
役
場
地
域
振
興
課
ま
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

◎
申
込
場
所
や
受
付
期
間

　
申
請
書
は
役
場
地
域
振
興
課
及
び
川

上
村
商
工
会
の
窓
口
で
配
布
し
て
い
ま

す
。

《
申
込
場
所
》

　
役
場
地
域
振
興
課

《
川
上
村
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
観
光
旅
行

券
事
業
者
説
明
会
》

と
　
き
　
平
成
25
年
3
月
26
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
３
時
か
ら

と
こ
ろ
　
役
場
会
議
室

　
当
日
、
会
場
で
申
請
も
受
付
ま
す
。

《
募
集
締
切
》

　
平
成
25
年
3
月
18
日
（
月
）
ま
で

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
午
前
８

時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

※
説
明
会
以
降
も
随
時
受
け
付
け
ま
す

が
、
取
扱
事
業
者
と
し
て
の
十
分
な

周
知
は
で
き
か
ね
ま
す
。
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　
役
場
地
域
振
興
課

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

　
川
上
村
で
は
観
光
客
の
滞
在
型
観

光
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
地
元
商

工
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、宿
泊
・

観
光
・
商
工
に
利
用
で
き
る
「
川
上

村
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
観
光
旅
行
券
」

の
発
行
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
た
だ

し
、
こ
の
事
業
は
議
会
の
承
認
を

も
っ
て
正
式
決
定
と
な
り
ま
す
。

　
こ
の
旅
行
券
の
取
り
扱
い
を
希
望

す
る
事
業
者
は
、「
取
扱
事
業
者
」

登
録
の
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

事
業
者
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
内
容
を

確
認
い
た
だ
き
、ご
検
討
く
だ
さ
い
。

よ
り
多
く
の
申
請
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

平
成
25
年
度
﹁
川
上
村
プ
レ
ミ
ア
ム
宿
泊
観
光
旅
行
券
﹂

の
取
扱
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

　２月25日に、役場会議室で「第５回川上村環境

審議会」が開催されました。

　この審議会は川上村環境基本条例に基づくもの

で、環境の保全及び創造に関する重要な事項につ

いて審議を行います。この日も環境に関するさま

ざまな意見が述べられ、それらのことについて協

議が行われました。

　２月15日に、やまぶきホール（宮の平）で、

「かみせタイム学習発表会（川上小学校）」が開

催されました。

　これは今年度の学習のまとめとして、保護者や

地域の皆さんに発表したものです。発表内容の質

はもちろんですが、少人数で取り組むための工夫

や見る者を楽しませる演出を加え、多くの方を楽

しませてくれました。

かみせタイム学習発表会
川 上 小 学 校

第５回 川上村環境審議会を開催

少人数を感じさせない工夫に感心すると伴に
笑いがあふれました開会にあたり挨拶する辻谷達雄会長
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本
村
で
は
以
前
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
住
民
混
乗
を
実
施
し
、
や
ま
ぶ
き
バ
ス
の
運

行
や
奈
良
交
通
バ
ス
の
路
線
維
持
の
た
め
の
方
策
を
検
討
し
、
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
実
施
中
の
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
や
ま
ぶ
き
バ
ス
関
連

◎
や
ま
ぶ
き
タ
ク
シ
ー
関
連

◆
「
や
ま
ぶ
き
バ
ス
」
の
メ
ン
バ
ー
ズ

カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
！

　
や
ま
ぶ
き
バ
ス
車
内
で
利
用
者
に
メ

ン
バ
ー
ズ
カ
ー
ド
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
１
回
乗
車
す
る
ご
と
に
運
転
手
が

カ
ー
ド
へ
ス
タ
ン
プ
を
1
個
押
印
し
ま
す
。

　
こ
の
ス
タ
ン
プ
を
10
個
集
め
る
と
、
料

金
の
区
分
に
関
わ
ら
ず
１
回
分
の
乗
車
券

と
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
本
年
４
月
改
正
の
「
や
ま
ぶ
き
バ
ス
」

運
行
時
刻
表
を
配
布
し
て
い
ま
す
！

　
本
年
４
月
１
日
か
ら
一
部
時
刻
の
見

直
し
を
実
施
し
ま
す
。

　
新
し
い
時
刻
表
は
本
紙
に
折
り
込

み
、
皆
さ
ん
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
役
場
窓
口
や
図
書
館
、
診
療
所

な
ど
に
も
備
え
て
い
ま
す
の
で
、
必
要
な

方
は
ご
自
由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
総
務
税
務
課

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

◆
バ
ス
に
代
わ
る
公
共
交
通
と
し
て
、

タ
ク
シ
ー
助
成
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
奈
良
交
通
バ
ス
・
や
ま
ぶ
き
バ
ス
が

運
行
し
な
い
支
線
集
落
で
の
交
通
施
策

と
し
て
、
「
や
ま
ぶ
き
タ
ク
シ
ー
」
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
村
が
指
定
す
る
タ
ク

シ
ー
会
社
を
村
民
が
利
用
し
、
村
内
を

移
動
し
た
場
合
、
運
賃
負
担
を
半
額
に

軽
減
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
を
利
用
す
る
場
合
は
川
上

タ
ク
シ
ー
を
通
し
て
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

《
タ
ク
シ
ー
の
予
約
に
つ
い
て
》

　

川
上
タ
ク
シ
ー

　

℡

５
４
・
０
１
４
１

《
事
業
の
内
容
に
つ
い
て
》

　

役
場
総
務
税
務
課

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

◎
奈
良
交
通
バ
ス
関
連

◆
奈
良
交
通
バ
ス
の
利
用
軽
減
す
る

「
路
線
バ
ス
利
用
促
進
事
業
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
「
村
内
～
上
市
駅
」
の
区
間
で
奈
良

交
通
バ
ス
を
利
用
し
た
場
合
、
運
賃
の

上
限
を
３
０
０
円
（
や
ま
ぶ
き
バ
ス
と

同
額
）
に
す
る 

「
路
線
バ
ス
利
用
促
進

事
業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
を
利
用
す
る
に
は
、
「
地

域
公
共
交
通
パ
ス
ポ
ー
ト
」
と
「
特
別

乗
車
券
」
が
必
要
で
す
。

　
奈
良
交
通
バ
ス
を
利
用
す
る
方
で
お

持
ち
で
な
い
場
合
は
、
役
場
総
務
税
務

課
で
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
総
務
税
務
課

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

◎
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
住
民
活
用

◆
「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
」
も
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
！

　
小
・
中
学
生
の
送
迎
を
行
っ
て
い
る

「
ス
ク
ー
ル
バ
ス
」
を
一
般
の
方
も
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
乗
車
は
7
ペ
ー
ジ
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス

運
行
予
定
表
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

川
上
村
教
育
委
員
会
事
務
局

　

℡

５
２
・
０
１
４
４

　バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
な
ど

　　　川
上
村
の
公
共
交
通
事
業
に
つ
い
て
　　　　

　平成10年から、毎年３万人を超える人が自ら命を絶っています。

　国は３月を「自殺対策強化月間」に定め、行政や民間団体が連携して啓発活動と支援策を進めていこ

うとしています。

　そして、不幸にして自殺をしてしまった人の遺族の心のケアも十分とは言えません。

　私たち一人ひとりが自殺は決して人ごとではないということを認識し、正しい知識を持つように努め

ることが、自殺を防ぐ大きな原動力となります。

　いつもと様子が違う人がいるときは、まず「声を」かけてあげてください。

　詳しくは、役場住民福祉課までお問い合わせください。

【問い合わせ先】役場住民福祉課　℡ ５２－０１１１

自殺を防ぐために私たち皆で取り組みましょう
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長
い
人
生
は
、
泣
い
た
り
笑
っ
た
り

の
繰
り
返
し
で
す
。

　
山
あ
り
谷
あ
り
の
85
年
の
遠
い
道
の

り
を
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
乗
り
越
え

て
き
ま
し
た
。
４
年
前
に
夫
を
亡
く
し

さ
み
し
い
日
々
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
は

２
人
で
野
菜
作
り
な
ど
や
っ
て
き
ま
し

た
が
、
今
で
は
息
子
夫
婦
に
す
べ
て
を

任
せ
ま
し
た
。
私
も
何
か
し
な
け
れ
ば

と
思
い
、は
じ
め
た
の
が
菊
作
り
で
す
。

　
先
祖
や
夫
の
墓
前
を
菊
の
花
で
い
っ

ぱ
い
に
し
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
４

月
に
挿さ

し

木き

を
し
て
育
て
た
菊
が
４
百

本
。
秋
に
は
、
色
と
り
ど
り
の
花
が
美

し
く
咲
き
ま
し
た
。近
所
へ
も
分
け
て
、

皆
か
ら
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
折
、
ひ
孫
が
頭
の
大
手
術
を

受
け
た
の
で
す
。
病
院
側
か
ら
、
難
し

く
心
配
な
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
い
た

時
、
Ｂ
医
師
か
ら
「
私
は
こ
の
子
を
赤

ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
診
て
い
る
か
ら
、
責

任
を
持
っ
て
手
術
し
ま
す
。」
と
言
わ

れ
た
時
は
、
先
生
が
神
様
の
よ
う
に
見

え
る
思
い
で
し
た
。
先
生
を
信
じ
す
べ

て
を
任
せ
無
事
を
祈
り
ま
し
た
。
今
で

は
、
手
術
が
成
功
し
退
院
の
日
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
ん
な
つ
ら
い
思
い
は
、
も

う
二
度
と
し
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。

　
私
も
何
年
か
前
に
、膝ひ

ざ

の
手
術
を
し
、

歩
く
望
み
を
失
っ
た
と
き
も
あ
り
ま
し

た
。
足
に
良
い
と
い
う
こ
と
は
何
で
も

し
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
外
出
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
時
は
、
老
人
用
ス
ク
ー

タ
ー
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
、
で
き
る
だ
け
足
を
使
う
よ

う
に
杖
で
少
し
ず
つ
歩
く
練
習
を
し
て

い
る
う
ち
に
、
い
つ
か
ら
か
膝
の
痛
み

が
と
れ
て
き
た
の
で
す
。
８
年
間
も
苦

し
ん
だ
膝
痛
で
し
た
が
、
こ
こ
ま
で
改

善
す
る
な
ん
で
う
そ
の
よ
う
で
す
。
体

だ
け
で
な
く
塞ふ

さ

ぎ
込
ん
で
い
た
心
ま
で

明
る
く
な
っ
た
思
い
で
す
。

　
寒か

ん

の
内
に
、
今
年
も
カ
キ
餅
を
作
ろ

う
と
張
り
切
っ
て
い
ま
す
。
部
屋
い
っ

ぱ
い
に
干
せ
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
孫
や
ひ
孫
の
喜
ぶ
顔
が
う
れ
し

い
の
で
す
。

　
春
が
訪
れ
る
と
、
ま
た
菊
作
り
の
準

備
で
忙
し
く
な
り
ま
す
。
実
際
は
、
花

が
咲
い
て
い
る
期
間
よ
り
世
話
を
し
て

育
て
る
間
の
方
が
ず
っ
と
長
い
の
で

す
。
そ
れ
だ
け
に
、
畑
一
面
美
し
い
花

を
見
た
時
の
う
れ
し
さ
は
格
別
に
感
じ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
に
感
謝
し
な

が
ら
、
楽
し
み
な
が
ら
好
き
な
こ
と
を

し
て
、
残
り
の
人
生
を
歩
ん
で
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｉ
・
Ｔ

　現在、お持ちの国民健康保険被保険者証（保険証）の有効期限は３月31日（日）までとなります。

　それに伴い、新しい保険証と切替を行いますので、次に記載する会場または役場窓口までお越しくだ

さい。

　なお、国民健康保険税を完納されていない場合は、会場で切替ができないこともあります。

　ご注意ください。

　※該当世帯にはハガキを郵送し、お知らせいたします。

◎平成25年３月25日（月）

　９：00～10：00　　東川公民館

　10：10～10：50　　西河公民館

　11：00～11：30　　大滝生活改善センター

　13：00～13：30　　高原多目的集会所

　14：00～14：20　　武木公民館

　14：40～15：00　　井光公民館

　15：20～15：30　　下多古公民館

◎平成25年３月26日（火）

　９：00～９：20　　白川渡公民館

　９：30～９：40　　瀬戸生活改善センター

　９：50～10：00　　枌尾公民館

　10：20～10：30　　中奥公民館

　10：50～11：10　　ふれあいセンター

　11：20～11：40　　上多古多目的集会所

　13：00～13：20　　柏木生活改善センター

　13：40～13：50　　大迫公民館

　14：10～14：20　　伯母谷公民館

　14：40～14：50　　入之波公民館

※この両日は、役場窓口での切替はできません。

あらかじめご了承ください。

　３月27日（水）からは、役場窓口で切り替え

ができます。

【問い合わせ先】役場住民福祉課（国民健康保険係）℡ ５２－０１１１

国民健康保険証の切り替えについて
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病
気
や
け
が
に
よ
り
医
療
行
為
を
受

け
る
場
合
は
、
多
額
の
医
療
費
が
か
か

り
ま
す
。
安
心
し
て
治
療
を
受
け
る
た

め
に
も
保
険
証
の
資
格
は
必
要
で
す
。

　
お
持
ち
の
保
険
証
の
資
格
を
失
っ
た

と
き
は
、
遅
れ
る
こ
と
な
く
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
福
祉
課

　
　

（
国
民
健
康
保
険
係
）

　

℡

５
２
・
０
１
１
１

　高齢化に伴い、日本の骨粗しょう症

の患者は年々増加し、その数は現在約

1,280万人と推測されています。しか

し、そのうち治療受けている患者は

20％程度と言われています。

　骨粗しょう症になっていても患者に

自覚症状が少ないため、気づかないう

ちに骨の量が減少し、転倒などの軽い

衝撃でも骨折してしまう危険性が高ま

ります。

　寝たきりになる原因で最も多いのが

高齢になってからの骨折です。平成17

年度の東京都社会福祉基礎調査による

と、寝たきりになった理由の約24％が

「骨折・転倒」でした。

　骨粗しょう症と診断されても、薬の

服用と、運動や食事で骨の量の減少を

抑えられます。骨の量の減少が進まな

いよう早い段階で治療を行い、骨折を

予防することが重要で、特に閉経後の

女性は、原則として１年に１回は骨の

量を測定するとよいでしょう。

　骨粗しょう症は、治療を始めても患

者が勝手にやめてしまう例が少なくあ

りません。薬を服用することによって

骨の量は改善されても、薬をやめると

骨の量は再び低下して、骨折しやすく

なってしまいます。治療を「コツコ

ツ」続けることが重要です。

奈良県医師会

骨
こ つ

粗
そ

しょう症治療を

コツコツ続けましょう

法

律

相

談

　
多
く
の
方
の
法
律
相
談
料
が
無
料

に
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
ま
ず
は

弁
護
士
会
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

奈
良
弁
護
士
会

℡

０
７
４
２
・
２
２
・
２
０
３
５

春
の
交
通
安
全
県
民
運
動

川
上
村
・
吉
野
警
察
署

《
ス
ロ
ー
ガ
ン
》

　
交
通
事
故
の
な
い

　
　
　
　
や
す
ら
ぎ
の

　
　
　
　
　
　
大
和
路
づ
く
り

期
間
　
平
成
25
年
４
月
６
日

　
　
　
　
　
～
４
月
15
日
ま
で

り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

◆
加
入
の
届
け
出
を
し
た
日
か
ら
資
格

を
得
る
の
で
は
な
く
、
以
前
の
保
険
証

の
資
格
が
な
く
な
っ
た
日
（
退
職
し
た

翌
日
）
か
ら
資
格
を
得
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
、
さ
か
の

ぼ
っ
て
保
険
税
を
納
め
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

◆
保
険
証
が
無
い
た
め
、
そ
の
間
の
医

療
費
は
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

◎
加
入
す
る
に
は
、
役
場
窓
口
へ
届
け

出
く
だ
さ
い
。

《
届
け
出
に
必
要
な
も
の
》

①
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明
書

及
び
印
鑑

②
家
族
の
健
康
保
険
証
の
被
扶
養
者
か

ら
は
ず
れ
た
と
き

被
扶
養
者
で
な
い
理
由
の
証
明
書
及

び
印
鑑

※
そ
の
他
、
加
入
の
理
由
に
よ
り
異
な

国
民
健
康
保
険
の
加
入
手
続
き
の
お
知
ら
せ

　
会
社
を
退
職
し
て
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
方
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
し
て

い
て
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
健
康
保
険
証
を

持
っ
て
い
な
い
方
は
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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～樹と水と人の共生・川上村の情報～

か わ か み 満 足 ガ イ ド

http：//blog.livedoor.jp/kawakamimura/

川上村内の風景・行事・自然・歴史などいろんな情報を日替わりで発信しています。 
是非ご覧になって下さいね！

ＱＲコードを読み取って

携帯電話で 「かわかみブログ」 にアクセスしよう！

http：//blog.livedoor.jp/kawakamimura/

森と水の源流館
■森守セミナー（源流人会のつどい）

と　き　平成25年４月７日（日）10：00～16：00

定　員　15名　小学生～

参加費　大　人　 1,500（1,000）円

小中学生 1,000（ 500）円

　「源流学の森づくり」の一年間の目標を決めた

り、どんなことを体験・学習したいか話し合った

りします。

　川上村の森を守るためにできることをゆっく

り、じっくり考えてみましょう

　源流人会会員の方以外も参加できます。

《森と水の源流館　℡ ０７４６―５２―０８８８》

匠　　の　　聚

●いにま陶房企画展「暮らしの器」

　　　　／陶芸・鈴木雄一郎・鈴木智子 
と　き　平成25年３月８日～21日

ところ　スパイラルマーケット

（東京都港区南青山5-6-23）

●工藤峰歳写真展～豊潤の森と渓谷～ 

と　き　平成25年３月12日～17日

９：30～17：00（入館は16：30まで）

ところ　入江泰吉記念奈良市写真美術館

（奈良市高畑町600-1）

※初日は12：00より、２日目以降は９：30より開

場。最終日は16：00まで。

　匠の聚フォトコンテスト2011にて匠の聚大賞を

受賞した工藤峰歳氏の写真展を開催します。

　川上村を含む奥吉野の四季を巡り、目にした感

動を約30点の作品で表現しています。

《匠　の　聚　℡ ０７４６―５３―２３８１》

元気です。川上村物産展

と　き　平成25年３月23日（土）・24日（日）

　　　　９：00～16：00（雨天決行）

ところ 川上村役場前駐車場周辺

内　容 川上村の特産品販売

加太漁協（和歌山市）の海産物販売

蒜山高原（岡山県）の乳製品販売

ふるまい餅

　
３月23日に大滝ダム竣工式典を開催します。

　大滝ダムの完成を広くＰＲすると共に、紀伊半

島大水害（一昨年の台風12号）の影響によって減

少した観光客を誘致するために開催。この物産展

は、昨年に引き続き２回目の開催となります。

《役場地域振興課　℡ ０７４６－５２－０１１１》

山の学校　達っちゃんクラブ
★山菜の天ぷらハイキング

と　き　平成25年４月27日（土）

定　員 30名

参加費 大人 2,000円　小人 500円

　春の山の中には山菜がいっぱい芽を出していま

す。三之公道をハイキングしながら山菜を探して

みましょう。

　採った山菜は天ぷらにして、揚げたてをいただ

きます。

《もくもく館　℡ ０７４６－５３－２９２９》

ふるさと市開催日

【３月】23・24・30・31日

※23日は「元気です。川上村物産展」

【４月】６・７・13・14・20・21・27・28・29日

《役場地域振興課　℡ ０７４６―５２―０１１１》
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　大ヒット上映中の「ストロベリーナイト」の原作を揃えました。

『ストロベリーナイト』

『ソウルケイジ』

『シンメトリー』

『インビジブルレイン』　誉田　哲也 著

　２月末は『蔵書点検』に伴う長期休館のため、利用者の皆さんにはご迷惑をお

かけしました。点検の結果、２月26日現在の蔵書数は約３万冊でした。ご協力あ

りがとうございました。

　１月19日には、ＮＰＯ法人芳水塾主催で土倉庄三郎に関する講演会（講師：

田中淳夫氏）が開催されました。今月は、森林ジャーナリストである田中氏の

「林業」をテーマの著書を紹介します。

◎新しく入った本

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

【問い合わせ先】村立図書館　℡ ５２－０１４４

『森林からのニッポン再生』
田中淳夫 著 ／ 平凡社

　「地域づくり」や「田舎暮らし」

に関する講演を行うことも多い著

者。森林や林業、山村の在り方な

ど、そこから地域づくり再生のヒン

トがあるのではないかと考えた、新

たな視点から書かれた１冊です。

『森林異変　日本の林業に未来はあるか』
田中淳夫 著 ／ 平凡社

　2007年に書かれた「森林からの日

本再生」の著書から４年を経て、さ

らに起きている林業の困窮する現実

を３章に分けてまとめています。

「今、日本の山に何が起きているの

か？」が問われています。「林業だ

けが栄えるのでは本当の発展とは言

えない」と語る著者の考える日本の

森の未来とは？

３

月

４

月

図 書 館 カ レ ン ダ ー
● 色の日が休館日 ●
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が
胞
子
を
ま
い
て
い
る
様
子
を
観
察
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
コ
ケ
植
物
は
草
や
木
な
ど
の
植
物

（
維
管
束
植
物
）
の
ご
先
祖
様
の
生
き

残
り
の
植
物
で
す
。
種
を
作
ら

ず
、
胞
子
体
か
ら
胞
子
と
い
う

粉
の
よ
う
な
も
の
を
散
布
し
て

増
え
ま
す
。
実
は
、
春
先
は
秋

か
ら
冬
と
並
ん
で
、
胞
子
を
ま

く
コ
ケ
の
種
類
が
多
い
季
節
と

し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
観
察
す
る
の
に
と
て
も
い

い
季
節
な
の
で
す
。

　
し
か
し
、
観
察
す
る
に
は
、

寝
そ
べ
っ
て
見
る
な
ど
、
地
面

と
同
じ
目
線
で
見
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。
立
ち
止
ま
っ
て
、

立
っ
た
ま
ま
で
、
上
か
ら
目
を

こ
ら
し
て
地
面
を
見
て
も
、
そ

の
存
在
す
ら
気
づ
か
な
い
で

し
ょ
う
。

　
視
点
を
変
え
る
と
い
う
こ
と

は
、
時
に
新
た
な
発
見
を
生
み
出
す
も

の
で
す
。
例
え
ば
、
寝
転
が
っ
て
空
を

仰
ぎ
見
る
と
、
上
を
向
い
て
見
る
の
と

全
く
違
っ
た
「
景
色
」
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
見
て
い
る
も
の
は
同
じ
で

も
、
背
中
か
ら
伝
わ
る
温
度
も
、
耳
に

聞
こ
え
る
風
の
音
も
違
う
の
で
す
。
そ

う
や
っ
て
、
人
間
は
目
の
情
報
だ
け
で

な
く
、
五
感
を
使
っ
て
情
報
を
得
て
い

る
こ
と
に
気
づ
け
ま
す
。

　
し
か
し
、
森
の
中
で
寝
転
が
っ
て
自

然
観
察
し
て
い
る
人
は
め
っ
た
に
い
ま

せ
ん
し
、
も
し
も
そ
ん
な
人
を
見
か
け

た
ら
、
多
く
の
人
は
変
な
人
が
い
る
と

思
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
で
も
、
勇

気
を
出
し
て
、
試
し
て
み
る
と
実
に
多

く
の
感
動
や
新
た
な
発
見
が
あ
る
の
で

す
。

　
普
段
の
生
活
の
中
で
も
見
方
を
変
え

る
と
案
外
、
自
然
観
察
で
の
発
見
と
同

じ
よ
う
な
驚
き
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
ね
。

森と水の源流館だより

残しておきたい川上村の山言葉　其の三十九

「バチヨキと吉野ヨキ」ハガネ（刃の側）の形が三味線のバチの形をしている

のがバチヨキ。大体、長方形になっているのが吉野ヨキ。

※川上村の方言の意味や使い方などについてのご意見をお待ちしております。

TEL 52-0888　FAX 52-0388（水曜休館）

March, 2013　vol.123

　
地
面
に
寝
そ
べ
っ
て
、
足
元
の
地
上

１
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
世
界
を
見
て
み

る
と
、
岩
の
上
に
う
っ
す
ら
と
積
も
っ

た
雪
の
中
か
ら
、
コ
ケ
植
物
の
胞
子
体

　
寒
い
日
が
続
く
「
水
源
地
の
森
」
で
は
、
雪
が
残
り
、
川か

わ

面も

の

倒
木
に
か
か
る
水
し
ぶ
き
が
ツ
ラ
ラ
に
な
っ
て
ぶ
ら
下
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　
ど
こ
か
に
、
春
の
気
配
が
な
い
か
と
探
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
ミ

ノ
ム
シ
（
ミ
ノ
ガ
の
幼
虫
）
が
越
冬
し
た
り
、
木
々
の
冬
芽
が
膨

ら
み
は
じ
め
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

2
月
の
水
源
地
の
森

上：しぶきを受けた倒木の枝
には、ツララがぶら下
がっていました

下：足元の世界：コクサゴケ
の胞子体（長さ約７㎜）

２月の水源地の森
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１
月
24
日
、
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
）
の
青
年
招
へ
い
事
業
で
、
奈

良
県
を
訪
れ
た
中
南
米
12
カ
国
（
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
、
チ
リ
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
コ

ス
タ
リ
カ
、
キ
ュ
ー
バ
、
ド
ミ
ニ
カ
共

和
国
、
エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
、
グ
ア
テ
マ

ラ
、
メ
キ
シ
コ
、
ペ
ル
ー
、
ウ
ル
グ
ア

イ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
）
の
行
政
や
環
境
Ｎ

Ｇ
Ｏ
（
非
政
府
組
織
）
の
職
員
20
名
と

ス
ペ
イ
ン
語
通
訳
者
を
含
む
ス
タ
ッ
フ

が
、
川
上
村
を
訪
れ
1
日
研
修
を
行
い

ま
し
た
。
研
修
の
目
的
は
、
日
本
の
環

境
管
理
に
つ
い
て
学
び
、
自
国
で
の
取

り
組
み
に
生
か
そ
う
と
す
る
も
の
で

す
。 　『

川
上
宣
言
』
と
と
も
に
、
環
境
基
本
計
画
に
お
け
る
活

動
推
進
の
基
本
目
標
の
最
後
に
も
、「
地
球
環
境
に
対
す
る

人
類
の
働
き
か
け
の
見
本
と
な
る
」
と
い
う
こ
と
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
身
近
な
と
こ
ろ
の
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
本
村
の
自
然
環
境
や
環
境
へ
の
取

り
組
み
は
、
外
国
か
ら
の
視
察
に
値
す
る
ほ
ど
注
目
を
さ
れ

て
い
ま
す
。

みんなで考えよう！川上村の環境
その33　～世界に誇れる見本になれるか!?～

【問い合わせ先】森と水の源流館　℡ ５２－０８８８

森と水の源流館で

　
林
業
を
取
り
巻
く
課
題
に
は
、
多
く

の
質
問
が
出
て
い
ま
し
た
。
ま
た
自
然

豊
か
な
村
に
大
き
な
ダ
ム
が
あ
る
こ
と

に
つ
い
て
も
関
心
が
集
ま
り
ま
し
た

が
、
ダ
ム
と
共
存
し
、
流
域
の
人
々
を

巻
き
込
み
な
が
ら
森
を
守
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
緑
の
ダ
ム
の
役
割
を
果
た
し

て
い
こ
う
と
す
る
本
村
の
考
え
方
に
、

賛
辞
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

役場を表敬訪問

もくもく館 林業の現状と課題、環境的役割

役場表敬訪問 副村長より謝辞と激励

森と水の源流館 本村の環境保全の取組を報告

朝日館 和風建築やカマドなどを見学

中
南
米
12
カ
国
か
ら
の
行
政
職
員
ら
が
、

環
境
管
理
研
修
で
、
川
上
村
を
訪
問
。

研　修　の　行　程
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春
の
訪
れ
の
前
に
、
花
粉
症
の
方
に

は
つ
ら
い
時
期
で
す
ね
。

　
花
粉
症
と
は
植
物
の
花
粉
が
原
因
で

起
こ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
の
総
称
で
す
。

主
な
症
状
は
、
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
、
鼻

づ
ま
り
、
目
の
か
ゆ
み
、
耳
や
の
ど
の

違
和
感
と
い
っ
た
症
状
で
す
。

　
２
月
中
旬
か
ら
の
ス
ギ
花
粉
に
始
ま

り
３
月
中
旬
か
ら
の
ヒ
ノ
キ
花
粉
、
５

月
か
ら
の
カ
モ
ガ
ヤ
花
粉
と
続
き
ま

す
。
日
本
で
は
花
粉
症
の
原
因
と
な
る

植
物
が
約
60
種
類
も
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
複
数
の
花
粉
に
ア
レ
ル
ギ
ー

を
持
つ
方
の
場
合
、
つ
ら
い
症
状
が

数
ヶ
月
も
持
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
春
に
飛
散
す
る
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
花
粉

は
前
年
夏
の
気
象
条
件
に
大
き
な
影
響

を
受
け
ま
す
。
昨
年
の
夏
は
日
照
時
間

が
長
く
気
温
も
高
め
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
四
国
及
び
九
州
地
方
を
除
き
全
国

的
に
多
く
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

◎
こ
ん
な
日
は
要
注
意

よ
く
晴
れ
た
日
…

　
湿
度
が
低
い
と
飛
散
量
は
増
大
し
、

逆
に
高
く
な
る
と
花
粉
の
飛
散
量
は
軽

減
さ
れ
ま
す
。

前
日
が
雨
…

　
飛
散
し
な
か
っ
た
花
粉
が
持
ち
越
さ

れ
ま
す
。

風
の
強
い
日
…

　
地
面
に
落
ち
た
花
粉
が
風
に
よ
っ
て

再
び
巻
き
起
こ
り
ま
す
。

◎
花
粉
か
ら
身
を
守
る
工
夫

家
の
中
で
は
…

◆
晴
れ
た
日
の
換
気
は
早
朝
か
夜
間
に

す
る

◆
外
に
干
し
た
洗
濯
物
や
布
団
は
よ
く

は
た
い
て
取
り
込
む

◆
掃
除
を
こ
ま
め
に
す
る

外
出
す
る
と
き
は
…

◆
マ
ス
ク
や
眼
鏡
を
着
用

◆
帰
宅
時
に
は
家
に
入
る
前
に
上
着
や

髪
、持
ち
物
に
付
い
た
花
粉
を
は
ら
う

◆
目
を
洗
い
、
手
洗
い
う
が
い
を
し
、

鼻
を
か
む

体
調
を
整
え
ま
し
ょ
う
…

◆
ス
ト
レ
ス
を
解
消
す
る
工
夫
を

◆
睡
眠
不
足
を
解
消
し
、十
分
な
休
養
を

◆
食
事
は
規
則
正
し
く
バ
ラ
ン
ス
も
考

え
て

★
早
め
の
対
策
で
花
粉
症
シ
ー
ズ
ン
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す

受 験 資 格　　１　昭和58年４月２日～平成４年４月１日生まれの方

２　平成４年４月２日以降生まれた方で、次に該当する方

（１）大学を卒業した方及び平成26年３月までに大学を卒業する見込みの方

（２）人事院が（１）と同等の資格があると認める方

試 験 の 程 度 　大学卒業程度

申込受付期間 　平成25年４月１日（月）～ 11日（木）

※原則としてインターネット申し込みをご利用ください。

　インターネット申し込み専用アドレス　http://www.jinji-shiken.go.jp/juken.html

試験日及び

　　試験種目 

  

合 格 発 表 日　　第１次合格者発表日 平成25年７月２日（火）９：00

最終合格者発表日 平成25年８月21日（水）９：00

試 　 験 　 地　　第１次試験　京都市、大阪市　　第２次試験　大阪市

※そのほか近畿地方以外の試験地は大阪国税局までお問い合わせください。

【問い合わせ先】大阪国税局（人事第二課試験係）　℡ ０６－６９４１－５３３１

吉野税務署（総務課）　　　　　　℡ ０７４６－３２－３３８６

試験 試験日 試験種目 解答時間

第１次試験 ６月９日（日）

基礎能力試験（多枝選択式） ２時間20分

専門試験（多枝選択式） ２時間20分

専門試験（記述式） １時間20分

第２次試験
７月16日（火）

～７月23日（火）

人物試験

身体検査
※第１次試験合格通知書で指定する日時

国税職員募集のお知らせ 平成25年度国税専門官採用試験
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　美しい水と、きれいな空気は、深く大きな森か

らの贈り物です。

　いにしえより受け継いできた吉野地方の山林

は、ＥＣＯ（エコ）が重視される現代に誇るべき

価値あるものです。

　山火事はこの貴重な財産を、いともたやすく消

失させ、その回復に気の遠くなるような長い年月

と多くの労力を必要とさせます。

　春先は空気が乾燥しているうえ強い風の吹くこ

とが多く、山火事が起こりやすい季節です。

　次のことに注意して山火事を防ぎ、大切な森を

守りましょう。

１　強風乾燥時にたき火をしない

２　タバコは必ず消す　ポイ捨てしない

３　紙くずやビニールは延焼のもと、

必ず持ち帰る　　

吉野広域行政組合消防本部

℡ ０７４６－３２－１０１１

《第１次試験日》

教養・論文試験　平成25年５月12日（日）

体力試験　　　　５月18日（土）、19日（日）のうち

指定する１日

《採用予定人員》

警察官Ａ（大卒）男性75人程度、女性７人程度

《受験資格》

　昭和58年４月２日以降に生まれた人で、学校教

育法による大学（短期大学を除く）を卒業した人

または平成26年３月31日までに卒業見込みの人。

《受付期間》

郵送（簡易書留）平成25年４月19日まで

持参　　　　　　平成25年４月19日まで

インターネット　平成25年４月15日まで

【問い合わせ・受験申し込み先】

奈良県警察本部（警務課採用係）

℡ ０１２０－３５１－２０４（採用フリーダイヤル）

〒630-8578 奈良市登大路町80番地

ＵＲＬ http://www.police.pref.nara.jp/

平成25年度警察官Ａ（第１回）
採用試験のお知らせ

セーブ・ザ・マウンテン
「山火事」を防ぎましょう！

特
　
選
　

の
芽
の
冬
日
一
ぱ
い
受
け
て
を
り
　
　
　
　
新
子
谷
生
子
（
北
和
田
）

［
評
］
俳
句
は
こ
れ
で
良
い
の
で
は
な
い
。
が
、
智
識
や
常
識
的
に
作
る

　
　
　
よ
り
私
は
、
こ
の
句
の
素
直
な
句
を
勧
め
る
。

の
芽
の
日
を
受

　
　
　
け
て
春
の
季
節
を
待
つ
。
作
者
の
心
も
。

特
　
選
　
父
親
の
紋
付
短
め
成
人
式
　
　
　
　
　
　
　
　
古
瀨
　
和
子
（
大
　
滝
）

［
評
］
こ
の
句
で
は
父
の
紋
付
を
成
人
式
に
着
付
け
た
ら
、
子
供
の
成
長

　
　
　
が
よ
く
て
短
い
の
だ
。
し
か
し
、
こ
の
句
に
は
子
供
の
立
派
な
成

　
　
　
人
の
身
丈
を
喜
ぶ
心
が
あ
っ
て
佳
い
。

特
　
選
　
日
だ
ま
り
に
寒
の
蕗
の
薹
見
逃
さ
ず
　
　
　
　
新
子
谷
生
子
（
北
和
田
）

［
評
］
寒
中
に
蕗
の
薹
を
見
つ
け
る
と
う
れ
し
い
。
春
の
息
吹
が
そ
の
香

　
　
　
と
共
に
身
近
に
な
る
。
作
者
は
見
逃
さ
ず
の
中
に
誇
ら
し
い
気
持

　
　
　
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

佳
作
　
厳
寒
の
厠

か
わ
や

に
動
く
虫
ひ
と
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
辻
井
　
清
子
（
大
　
滝
）

形
見
に
と
手
編
み
の
セ
ー
タ
ー
送
ら
る
る
　
　
　
竹
田
サ
ダ
子
（
大
　
滝
）

熱
燗
や
八や

咫た

烏
が
ら
す

て
ふ
銘
柄
を
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田
　
景
子
（
大
　
滝
）

入
選
　
梅
咲
き
て
あ
わ
て
て
紫
蘇
を
蒔
き
に
け
り
　
　
　
枡
　
　
恭
子
（
東
　
川
）

寒
日
和
細
か
く
刻
む
豆お

腐か

殻ら

の
具
　
　
　
　
　
　
阪
本
　
蓉
子
（
東
　
川
）

な
に
も
か
も
水
に
流
し
て
年
迎
ふ
　
　
　
　
　
　
上
田
　
一
郎
（
伯
母
谷
）

七
草
の
朝
の
ソ
プ
ラ
ノ
囃
し
か
な
　
　
　
　
　
　
住
川
　
準
典
（
武
　
木
）



 

お

く

や

み
（
敬
称
略
）

大
田
　
八

子
（
高
　
原
）

２
月
22
日
　
74
歳

山
本
　
尋
敏
　
（
高
　
原
）

２
月
25
日
　
91
歳
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２月28日現在

人口総数 1,686 人 （－13 人 ）

　 男　 　 796 人 （－７ 人 ）

　 女　 　 890 人 （－６ 人 ）

世 帯 数　 877世帯（－６世帯）

２月中の異動

転　入 ０人　　　転　出 11人

出　生 ０人　　　死　亡 ２人
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と
　
き
　
平
成
25
年
３
月
12
日（
火
）

　
　
　
　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
　
や
ま
ぶ
き
保
育
園（
宮
の
平
）

内
　
容
　「
人
形
劇
（
カ
ン
ブ
リ
ア
）」

【
問
い
合
わ
せ
先
】

や
ま
ぶ
き
保
育
園

℡ 

５
２
・
０
０
１
９

役
場
住
民
福
祉
課

℡ 

５
２
・
０
１
１
１

の

び

っ

子

広

場

（
仮
称
）
村
づ
く
り
塾
を

開
催
し
ま
し
た

　
２
月
14
日
に
、
も
く
も
く
館
（
西

河
）
で
第
１
回
目
の
「（
仮
称
）
村

づ
く
り
塾
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
村
へ
の
熱
い
思
い
や
意
見
が
た
く

さ
ん
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
時
間
が
足

り
ず
話
し
切
れ
な
い
様
子
で
し
た
。

引
き
続
き
、
自
ら
考
え
、
行
動
に
移
す

た
め
の
学
習
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

塾生を引き続き募集しています。ご希望の方は、役場水源地
の村づくり課（℡ ５２－０１１１）までご連絡ください。

（
仮
称
）
村
づ
く
り
塾
を

開
催
し
ま
し
た


